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議第53 号 高島市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

発議第３号

高島市議会議員定数条例の一部を改正する条例案の修正案 原案可決 ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○○ ● ● ● ○○ ‐

高島市議会議員定数条例の一部を改正する条例案（修正部
分を除く）

原案可決 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○● ‐

令和６年６月定例会　審議結果一覧（賛否が分かれた案件）令和６年６月定例会　審議結果一覧（賛否が分かれた案件）

※廣本昌久議員は、議長のため採決に加わらない。

　市議会議員として長きにわたり議会の運営と地域の
振興ならびに住民福祉の増進に貢献されたとして、
全国市議会議長会から表彰を受けられました。

在職 30年以上	 森脇　	徹	 議員
在職 20年以上	 福井　節子	議員
	 澤本　長俊	議員
在職 15年以上	 廣本　昌久	議員

　
高
島
市
議
会
は
最
終
日
の
６

月
27
日
、
こ
れ
ま
で
の
議
員
定

数
「
18
人
」
を
「
14
人
」
と
す

る
発
議
第
３
号　
高
島
市
議
会

議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
が
議
員
発
議
で
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
員
定
数
を
「
16

人
」
と
す
る
修
正
案
が
議
員
発

議
で
提
案
さ
れ
、
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、修
正
案
が「
賛

成
多
数
」で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
次
回
の
高
島

市
議
会
一
般
選
挙
か
ら
定
数
16

人
で
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
４
議
席
激
減
で
は
、
３
常
任
委

員
会
が
減
少
す
る
な
ど
維
持
で
き

ず
、
二
元
代
表
の
議
会
機
能
・
権

能
を
著
し
く
弱
体
化
・
弱
小
化
す

る
。
ま
た
、
市
民
の
願
い
を
政
策

提
案
す
る
議
員
力
が
弱
ま
り
、
市

民
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
議

会
で
も
市
民
と
も
意
見
交
換
す
る

必
要
が
あ
る
。
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対

　
現
行
の
２
割
以
上
も
削
減
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
削
減
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
市
民
に
対
し

て
説
明
し
、
同
時
に
議
会
改
革
案

も
示
し
て
、
市
民
の
意
見
を
聴
く

プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
は

さ
れ
て
い
な
い
。

是
永　

 

宙  

議
員

反
対

「
14
人
」
と
す
る
原
案

「
16
人
」
と
す
る
修
正
案

　
苦
渋
の
選
択
で
、
16
に
賛
成
す

る
。
議
会
は
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
の
役
割
、
市
民
の
願

い
を
政
策
に
活
か
す
役
割
が
求
め

ら
れ
る
。
議
会
の
権
能
を
十
分
に

発
揮
し
て
の
役
割
も
、
18
名
議
員

か
ら
14
名
議
員
へ
と
激
減
で
は
、

弱
体
化
さ
せ
て
し
ま
う
。
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節
子 

議
員

賛
成

本会議での討論

議
員
定
数

16
人
に
決
着

議
員
発
議
で

　
　
提
案
、
可
決

市議会議員表彰おめでとうございます。市議会議員表彰おめでとうございます。


